



























1）Norbert Hinske, Kants Begriff der Antinomie und die Etappen seiner
Ausarbeitung, in : Kant‒Studien 56 (1966), S. 485-496, insbes. S. 486.

























Grosses vollständiges Universal‒Lexicon aller Wissenschaften und Künste [...]
(UL), Bd. 2, Halle u. Leipzig 1732, Sp. 572) ; vgl. Hinske, Kants Weg zur
Transzendentalphilosophie. Der dreißigjährig Kant, Stuttgart u. a. 1970 S. 102f.,
Anm. 346. また、ヒンスケによればバウムガルテンの遺稿『一般哲学』（Philosophia























Kants Weg, ibid., S. 100, Anm. 332.
3）Hinske, Artikel „Antinomie“ in : Historisches Wörterbuch der Philosophie, hrsg.
von Joachim Ritter, Bd. 1, Darmstadt 1971, Sp. 393f.
4）Ibid.
5）以下を参照。Hinske, Kants Begriff der Antithetik und seine Herkunft aus der
protestantischen Kontroverstheologie des 17. Und 18. Jahrhunderts. Über eine
unbemerkt gebliebene Quelle der Kantischen Antinomienlehre, in : Archiv für




6）Hinske, Kants Weg, ibid., S. 102-104. カント自身次のように述べている。「…この
ような弁証的推理における理性の状態を私は二律背反と名付ける」（KrV B 398）。



























7）Hinske, Artikel „Antinomie“ in : Historisches Wörterbuch der Philosophie, hrsg.
von Joachim Ritter, Bd. 1, Darmstadt 1971, Sp. 393f.


















9）Heinz Hiemsoeth, Atom, Seele, Monade. Historische Ursprünge und
Hintergründe von Kants Antinomie der Teilung, in : ders., Studien zur
Philosophie Immanuel Kants II, Bonn 1970, S. 137.












しされねばならない」（Lothar Kreimendahl, Kant － Der Durchbruch von 1769,
Köln 1990, S. 156ff. insbes., S. 157）。クライメンダール説を採るならば、なぜアン
チノミーの問題が70年論文で純粋理性のもつ法則相互の矛盾として明確に主題化さ
れていないのかということが問われるだろう。




















































られ、用いられるという仕方で、意志に服従しなければならない」（Ent § 454, S.
885）。ここでの記述にみる限り、クルージウスは悟性を含む他のすべての能力に対
して、意志こそがこれらをすべて統括し用いる支配的能力とみなしている。また
「悟性はそれゆえ意志のためにある」（Ent § 454, S. 886）と明記され、「[…]意志


































を参照。Kraus Reich, Einleitung zu Kant, De mundi sensibilis atque intelligibilis












































































粋悟性の諸法則 leges intellectus puriにしたがえば、結果したものの系列はすべて
この系列自身の根拠をもつ、すなわち結果したものの系列の遡源は限界 terminus
なしにはありえない。しかし感性の諸法則 leges […] sensitivasにしたがえば、同
位的に置かれたものの系列はすべてその系列自身の指示することのできる始まりを
もつ。これらの命題のうち、後者は系列の可測性を、前者は全体の依存性を含意し






























































われる」（DM § 282, S. 155）。ヴォルフは悟性が感官ならびに構想力から独
立に対象認識を行う可能性についてこのように述べているが、しかしすぐ後の
箇所でその可能性を否定する。「私たちの悟性はどのような場合にも完全に純
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は経験である」（Refl. 3928, XVII 350）と述べている。この記述から、ここでの主
題は論理的整合性に基付く事象の総体ではなく、実在する事象の総体としての世界
だと見なすことができる。
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19）Hinske, Artikel „Antinomie“ in : Historisches Wörterbuch der Philosophie, hrsg.































































に、自由による因果性を想定することが必要である」（KrV B 472 / A 444）。これに
対する「反定立」は次の命題である。「自由は存在しない。世界におけるすべては





























kosmologischen Ursprung der Kantischen Freiheitsantinomie, in : ders., Studien
zur Philosophie Immanuel Kants II（Kant‒Studien Ergänzungshefte Nr. 100）




KrV B 460 / A 432. バウムガルテンは、エピクロスないし彼の弟子は神の予
知を否定したと述べている。以下を参照。Alexander Gottlieb Baumgarten,
Metaphysica, Halle 41757（11739）, übersetzt hrsg. von Günther Gawlick u.
Lothar Kreimendahl, Stuttgart‒Bad Cannstatt, 2011, § 975, S. 514.
24）以下を参照。Heimsoeth, ibid., S. 253, Anm. 15.
25）H. Heimsoeth, Zum kosmotheologischen Ursprung, a. a.O. S. 265.























26）Vgl. Heimsoeth, ibid. S. 262f. u. 265.






る」（DM § 557, S. 336f.）。
























































Ludovici, Ausführlicher Entwurf einer vollständigen Historie der Wolffischen
Philosophie, 3 Bde., Leipzig 1738, Neudruck, Hildesheim u. New York 1977, Bd.
2, § 522-739, S. 504-651; Artikel „Wolff “, (UL Bd. 58, Sp. 549-677) ; Artikel
„Wolffische Philosophie“ (UL Bd. 58, Sp. 883-1232).
30）以下を参照。Hinske, Kants Begriff der Antithetik und seine Herkunft aus der
protestantischen Kontroverstheologie des 17. und 18. Jahrhunderts. Über eine
unbemerkt gebliebene Quelle der Kantischen Antinomienlehre, in : Archiv für




























31）Benedictus de Spinoza, Ethica Ordine Geometrico Demonstrata/ Die Ethik mit
geometrischer Methode begründet (SE), hrsg. von Konrat Blumenstock,
Darmstadt 1989, I. Pro. 16, S. 115.




















































たちが神ないし自然と名付ける永遠で無限な存在者」（SE IV. Praefat., S.
383）であると解釈するならば、この存在者はあらゆるものを自らのうちに包
摂している34)と同時に、全てのものに対して「内在的な原因」（SE I. Pro. 18, S.
33）「神によって産み出されたものの本質は、存在を含まない」（SE I. Pro. 24, S. 127）。
34）この点については次のように述べられる。「存在するものは全て神の内にある、そ
して神なしにはいかなるものも存在できず、また考えることもできない」（SE I.
Pro. 15, S. 107）。「存在するものは全て神の内にある、そして神によって考えられ
ねばならない。したがって神は神自身の内にあるすべてのものの原因である」（SE
I. Pro. 18, Demo, S. 121）。
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121）でもある。そして伝統的な西洋の一神教的な「神」概念とは異なり、「超



















































35）以下を参照。Christian Wolff, Oratio de Sinarum philosophia practica/ Rede über
die praktische Philosophie der Chinesen, übersetzt und herausgegeben von
Michael Albrecht, Hamburg 1985, Einleitung des Herausgebers. また以下も参照。
山本道雄『クリスティアン・ヴォルフのハレ追放顛末記』晃洋書房 2016年。
36）Des Herrn Doct. Und Prof. Langens oder : Der Theologischen Facultaet zu Halle
Anmerckungen über des Herrn Hoff‒Rats und Professor Christian Wolffens
Metaphysicam… (KV), Cassel 1724, in : WW I. Bd. 17, Hildesheim 1980, S. 18.
























































参照。DM § 1074, S. 664.
















38）原 語 は „materialische Substanz “。以 下 を 参 照。Artikel „Spinizismus “ in :
Johann Georg Walch, Philosophisches Lexicon, 2 Bde., Leipzig 41775 (11726),









29, Schol. S. 132）。ここにみられる「能産的自然」はそれが「永遠で無限」である
ことから考えて、決して物質的なものではなく、感性的には直接とらえることので
きないものである。

























40）Artikel „Fatalismus“ in : Heinrich Adam Meißner, Philosophisches Lexicon, …,
Bayreuth und Hof, 1737, S. 184. なお「スピノザ主義」という項目には「『運命』






れ以外のあり方はない」（Artikel „Zufällig“ in : Meißner, Philosophisches Lexicon,
ibid., S. 760f.）。
41）Artikel „Spinozisterey / Spinozismus“ (UL Bd. 39, Sp. 88-94, insbes. Sp. 88).
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主張しなければならない。しかしながらそのようなことを十分な理由をもって
























下を参照。Arthur Warda, Immanuel Kants Bücher, Berlin 1922, S. 49 : „48.
Gottsched, Johann Christoph, Erste Gründe der gesammelten Weltweisheit… .




























Institutiones metaphysicae…, Wittenberg u. Zerbst 1738, Neudruck, Hildesheim
1988）を用いており、その翌年から再度バウムガルテンのテクストを用いるように
なった。以下を参照。Hinske, Kants Weg …, ibid. S. 56.






















推論である。カントはこれを「弁証的論証 dialektische Argument」（KrV B


















































































331, S. 245）。そしてこの起源を「神」と名付ける（EG I. § 1147, S. 581）。
ゴットシェートによれば、「神はそれゆえ世界に対する作用因である」（EG I.








44）Vgl. Gottfried Wilhelm Leibniz, Monadologie (Mon), übers. von Arthur Bchenau
htsg. von H. Herring, Hamburg 2 1982 (1 1956), § 36 u. 37, übers. von A.
Buchenau, hrsg. von Herbert Herring, Meiner Hamburg 1982, S. 42f.























45）ヴォルフと異なりマイアーはこの原理を der ”Satz des hinreichenden Grundesʡ
と記述している。Georg Friedrich Meier, Metaphysik. Zweiter Theil, Cosmologie



































































るような選択意志が、いかに思惟されうるのだろうか」（Refl. 3860, XVII 316 ;
η ( κ ) 1764-68, 69）。このメモ書きは『形而上学』中の「経験的心理学」で「選





















Begriff der Antithetik…, ibid., insbes. S. 54f.

































成の（可能性の）最高原理は自由である」（Refl. 4033, XVII 392)47)。そして
創造という行為の根底に洞察される働きについては以下のように述べられてい
る。「創造（起始）は自由から起こる」（Refl. 4142, XVII 431）。以上、アディッ
ケスが60年代の終わり（Refl. 3857, 3863, 4033, κ - λ：およそ 1769-1770）、




















に必然的なものである」（Refl. 4033, XVII 391）。後年『純粋理性批判』で第三、第
四アンチノミーとして提示される二つの理念がここでは「最上原理」として一緒に
考察されており、両者の緊密な関わりが窺える。
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論争」（KrV B 525 / A497）とみなし、無限背進を肯定する立場とこれを否定
する立場双方について、系列の総体である世界を独立自存するものと見なす
誤った世界観に基づくとして、両者ともに否定する（以下を参照。KrV B





付ける永遠で無限な存在者」（SE IV. Praefat., S. 383）。「存在するものは全て神の
内にある、そして神なしにはいかなるものも存在できず、また考えることもできな





































（KrV B 637 / A 610）。偶然的なものの存在から必然的な存在を推論する宇宙論的証
明が、因果性概念の超感性的対象への適用と同様、越権行為としてここで批判され
ている。




























ることだけである」（KrV B 546 / A 518）。当該箇所での回答によれば、ここでの背
進は無限に進むことを意味するものではなく、空間的時間的拡がりが与えられるた
びごとにそのつど継続される不定的な背進である。
















































































































性から始めることができるはずである」（Ent § 455, S. 890）。先に見た「活
動的根源力」、ここでの「活動的原因」にほぼ対応する概念として、同書の「存






























53）K. H. Pöliz, hrsg., Immanuel Kants Vorlesungen über die Metaphysik, … Erfurt
1821, Neudruck Darmstadt 1988, S. 210, wiederabgedruckt in : Kants Akademie
Ausgabe Bd. 28. 1, S. 271.


























Metaphysic vorgetragen von Prof. Immanuel Kant, nachgeschrieben von C. C.
Mrongovius, 1783 d. 4. Febr. in : Kants gesammelte Schriften hrsg. von der
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体とに分け、前者を本来の実体である「モナド」（BM § 230, S. 144）、そし
て後者を「複合実体」（BM § 232, S. 144）、また「実体化された現象」（BM
§ 233, S. 144）と名付けることで、空間ならびに時間的に現象するものと現
象することのないものを分けている55)。この区分は、曖昧で混乱した認識をも
たらす「下級認識能力」（BM § 520, S. 276）である「感性」と、明晰な認識
































結合は無限である」（Refl. 5362, XVIII 162 ; υ 1776-78）。































理である」（Refl. 5363, XVIII 162 ; υ 1776-78）。ここでの「力学的理性」から
は、『純粋理性批判』の「アンチノミー」論で、カントが第一ならびに第二ア
ンチノミーを「数学的」（KrV B 556 / A 528）、第三ならびに第四アンチノミー
を「力学的」（ibid.）と名付けていたこと、また後者で主題化される事象連鎖












れは系列の一部ではなく、叡知的なものとして系列の外に置かれる」（KrV B 558 /
A 530）。なお、叡知的なものとは、現象するもののもとにあってそれ自身現象する







































しているのではない」（Refl. 5367, XVIII 162 ; φ2－ψ 1776-89）。







的な系列は第一原因をもつ」（Refl. 5361, XVIII 161）と言われ、「理性が原因
であるところには、また第一のものが見出される。すなわち自由と最高の存在






































書かれている。以下を参照。„Zu und in M § 381“.









































外部にある」（KrV B 558 / A 530）。この、系列の外部にある「同種的ではな
い」制約によって、少なくともいったん系列の遡源は終わることになる。形而
上学講義の教科書にみられる「世界に外在する存在者」（BM § 388, S. 210f. /
























































































































































































Al-Azm, Sadik J. : The origins of Kants arguments in the antinomies, Oxford 1972.
Baumeister, Friedrich Christian : Institutiones metaphysicae…, Wittenberg u. Zerbst
1738, Neudruck, Hildesheim 1988.
Baumgarten, Alexander Gottlieb : Metaphysica (BM), Halle 41757 (11739) Lat. u. dt.
60）『純粋理性批判』には、「理性自身は行為を産出する原因」であるという表現がみら
れる（KrV B 578 / A 550）。
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邦語文献
河村克俊「前批判期カントの自由概念―発展史的考察―」関西学院大学法学部外国語
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